
けユ叫、岬．は

題
も轟

鯖江・河和田の薬味

住民がチーム販売、PR法を検討
河
和
田
地
区
に
伝
わ
る
「
山
う
に
」
の
特

産
化
に
向
け
て
集
蒙
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
I
I
1
0
日
硬
、
鯖
江
市
河
和
田
コ
ミ

き
l
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

特
産
化
計
画
が

鯖
江
市
河
和
田
地
区
に
伝
わ
る
「
山
う

に
」
の
特
産
化
に
向
け
、
地
元
住
民
が
中

心
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
た
。
ユ
ズ
や
唐
辛
子
な
ど
を
混
ぜ

合
わ
せ
て
ウ
l
亭
っ
く
り
に
練
り
上
げ
た

薬
味
で
、
〝
家
庭
の
昧
″
と
し
て
古
く
か

ら
警
れ
て
い
る
。
1
0
日
夜
に
は
メ
ン
バ

1
1
4
人
が
初
会
合
を
開
き
、
材
料
確
保
や

販
売
の
手
牌
、
P
R
の
方
法
を
検
討
し
た
。

（
久
慈
か
お
り
）

山
う
に
は
、
ほ
の
か
な
ユ

ズ
の
風
味
と
後
味
の
革
さ
が

特
徴
で
、
温
か
い
ご
飯
や
鍋
、

讐
肉
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

な
ど
と
相
性
が
良
い
。
各
琴

庭
に
作
り
方
が
伝
わ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
微
妙
に
味
が
琴
つ
。

同
地
区
で
山
う
に
を
使
っ

た
料
理
を
提
供
す
る
「
う
る

し
の
臭
い
き
い
き
協
満
会
」

が
今
琴
、
食
に
関
す
る
団
体

を
対
象
に
し
た
「
食
ア
メ
ニ

テ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最
高

賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
蔓

る
こ
と
を
決
め
た
。

参
加
箸
か
ら
は
▽
地
区
内

の
空
き
農
地
で
の
唐
草
予
や

ユ
ズ
栽
培
が
で
き
な
い
か
▽

歴
史
轟
べ
る
必
要
が
あ
る

▽
商
品
化
す
る
上
で
日
持
ち

が
惑
い
の
を
ど
う
す
る
か
ー

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

呼
び
掛
け
人
で
N
P
O
法

人
か
わ
だ
夢
グ
リ
ー
ン
事
務

局
の
木
村
牽
ナ
市
藤
は
「
地

元
の
お
年
帯
U
が
持
っ
て
い

る
山
う
に
づ
く
り
の
技
は
財

産
1
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
」
と
帝
し
て
い

た。

「
■
．
L
■
－
【
【
い
「
∴
－
．
】
■
r
L
H
E
h
ー
■
R
H
r
＿
ト
ト
■
＝
■
l
弓
1
－
＝

賞
。
審
査
員
か
ら
山
う
に
を

高
く
評
価
す
る
芦
が
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
が
決

ま
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
住
民
や
農
業

関
係
者
、
市
、
県
の
担
当
者

ら
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
市

と
県
か
ら
の
補
助
金
で
実
施

す
る
。
圃
市
河
和
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
初
会

合
で
は
、
今
冬
に
各
家
庭
の

山
う
に
を
持
募
り
「
山
う

に
自
慢
鍋
大
会
」
を
開
催
す


